
様式第３号（第５条第１項関係） 

面 談 記 録 票 

面談日：   年  月  日 

学 校 名 学校  年 組 
児童・生 徒 

氏  名 
 

面 談 者 ・ 

対 応 者 

保護者  管理職  担任  養護教諭  栄養教諭  教育委員会 

└→ 続柄： 父 ・ 母 ・ その他（      ） 

 

１．アレルギーの原因食物 

原因食物 アレルギーの主な症状 

 

□ アナフィラキシーショック（全身性症状） 

□ 呼吸器症状    □ 消化器症状    □ 皮膚・粘膜症状 

□ これまで食べたことがない  □ その他（         ） 

 

□ アナフィラキシーショック（全身性症状） 

□ 呼吸器症状    □ 消化器症状    □ 皮膚・粘膜症状 

□ これまで食べたことがない  □ その他（         ） 

 

□ アナフィラキシーショック（全身性症状） 

□ 呼吸器症状    □ 消化器症状    □ 皮膚・粘膜症状 

□ これまで食べたことがない  □ その他（         ） 

 

□ アナフィラキシーショック（全身性症状） 

□ 呼吸器症状    □ 消化器症状    □ 皮膚・粘膜症状 

□ これまで食べたことがない  □ その他（         ） 

 

２．乳糖不耐症その他病気による飲用牛乳の除去について、医師の指示があるか？ 

□ ない  □ ある（次の項目についても確認） 

└→ □ 主な症状 （                   ） 

□ 加熱したものや、加工食品は食べられるか？ 

（  食べられる  ・  食べられない ） 

□ その他  （                   ） 

 

３．極微量（コンタミネーション等）でもアレルギー症状を引き起こす可能性はあるか？ 

□ ない  □ ある （ 食物                       ） 

⇒ □ 原因食物は、「提供するかしないかの二者択一」を原則的な対応としていること

を説明する。 

  □ コンタミネーションへの対応は行っていないため、加工食品を使用する場合、

原因食物が含まれることがあることを説明する。 

  □ 「ある」を選択した場合、完全弁当対応を考慮することがあることを説明する。 

  



４．過去に除去を行っていたが現在は普通に食べられるようになった食物 

□ ない  □ ある（次の項目についても確認） 

└→ □ 原因食物（                   ） 

    □ アナフィラキシーの経験（            ） 
 

５．現在アレルギー疾患の治療のために使用している薬について 

□ ない 

□ ある（次の項目についても確認） 

   └→ □ どのような薬か？ （                    ） 

      □ 学校へ携帯を希望するか？ （  希望する ・ 希望しない  ） 

      □ 学校での保管を希望するか？（  希望する ・ 希望しない  ） 

※アドレナリン自己注射薬（エピペン）を処方されている場合 

□ これまでの使用経験があるか 
 

６．給食の対応について 

●事業内容（アレルギー対応食を提供する原因食物と本人による除去食対応となる原因

食物があること）を説明し、保護者の申請内容について確認する。 

 □ ①卵アレルギーの除去食及び代替食の提供 

 □ ②えびアレルギーの除去食及び代替食の提供 

□ ③かにアレルギーの除去食及び代替食の提供 

□ ④アレルゲン対象食材を自分で除去 

□ ⑤弁当の持参 

□ ⑥アレルギー対象食品使用献立一覧表（詳細な献立表）の提供 

□ ⑦飲用牛乳（紙パック 200cc）の停止 

●給食当番では配慮が必要か？ 

 □ 必要ない  □ 必要ある （                      ） 

●「⑤弁当の持参」の場合 

 □ 弁当の保管方法について説明する。 

●給食時間中の対応 

 □ 誤食・誤配を防止するため、給食のトレイを色分けすることを伝える。 
 

７．給食費の返金について 

□ 一部弁当対応の場合、給食費は返金しないことを説明する。 

□ 飲用牛乳の停止の場合、牛乳代の返金があることを説明する。 

□ 全部弁当の場合、給食費は徴収しない。ただし、保護者より書類の提出が遅れた際

は食数の変更が間に合わないため、給食費を徴収することを説明する。 
 

８．緊急時の対処方法について 

□ 学校で緊急事態が発生したときに、保護者に連絡をすることを説明する。 

□ 学校生活管理指導表を活用し、関係者が情報を共有することを説明する。 
 

９．その他 生活上の配慮事項 

 

 


